
資料２

みやざき共創都市圏ビジョンの体系について

○　「みやざき共創都市圏ビジョン」における重点項目の構成

○　「みやざき共創都市圏」の将来像

○　「みやざき共創都市圏ビジョン」の体系



ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの適正化を図る

　　子育て支援の充実
自然減
対　策 ①

社会増
への取組

移住の促進を図る

　　居住環境の充実

交流人口や販路の拡大を図る

　　ブランド力の向上

⑤

⑥

「みやざき共創都市圏ビジョン」における重点項目の構成

広域公共交通網やインフラの維持・整備

１ 圏域全体の経済成長のけん引

①　産学金官民一体となった経済戦略の
　策定、国の成長戦略実施のための体制
　整備
②　産業クラスターの形成、イノベーシ
　ョンの実現、新規創業促進、地域の中
　堅企業等を核とした戦略産業の育成
③　地域資源を活用した地域経済の裾野
　拡大
④　戦略的な観光施策 

２ 高次の都市機能の集積

①　高度な医療サービスの提供
②　高度な中心拠点の整備・広域的公共
　交通網の構築
③　高等教育・研究の環境整備

３ 圏域全体の生活関連機能
　 サービスの向上

①　生活機能の強化に係る政策分野（地
　域医療、介護、福祉、教育、文化、ス
　ポーツ、土地利用、地域振興、災害対
　策、環境）
②　結びつきやネットワークの強化に係
　る政策分野（地域公共交通、ＩＣＴイ
　ンフラ整備、交通インフラ整備・維
　持、地産地消、交流・移住促進）
③　圏域マネジメント能力の強化に係る
　政策分野（人材育成・外部からの人材
　確保・圏域内市町村の職員等の交流）

産学金官民が一体となった重点的な取り組み

社会減
対　策

地域・企業ニーズに合った

　　 人材の育成

若年者の定着を図る

　　雇用の場の創出

2025年問題を見据えた

　　医療・福祉の充実

②

③

④

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの適正化を図る

　　子育て支援の充実

良好な
生活機能
の確保

①

魅力ある
価値の
創出

移住の促進を図る

　　居住環境の充実

交流人口や販路の拡大を図る

　　ブランド力の向上

③

⑥

広域公共交通網や
 　　インフラの維持・整備

良好な
就業環境
の確保

地域・企業ニーズに合った

　　 人材の育成

　　  若年者の定着や生産性の向上を図る

　　雇用の場の創出

2025年問題を見据えた

　　医療・福祉の充実

④

⑤

②

社会基盤
の確保

⑦
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「みやざき共創都市圏」の将来像

付加価値の高いフードビジネスの進展により、産業
の裾野が広がっている

観光資源の回遊ルートが確立し、消費や宿泊につな
がるなど、賑わいが創出されている

まちの姿

異分野異業種間の交流が盛んになり、各種産業の生
産性が向上している

食やスポーツの魅力が認知され、販路や交流人口の
拡大が図られている

中心市街地にＩＣＴ産業が集積し、雇用の創出と商
業の振興につながっている

わが国有数の食料供給基地として確固たる地位を築
いている

ワークライフバランスが図られ、ビジネススタイル
が多様化し、女性の社会進出が進んでいる

雇用が創出され、地域や企業ニーズに合った人材が
育成されている

ひとの姿
子育ての環境が充実し、合計特殊出生率が増加して
いる

離職率が低下し、正規雇用者が増え、市民所得が向
上している

新たな就業の機会や生きがいの場が確保され、高齢
者の社会参加につながっている

基幹道路などのインフラ、広域公共交通網が構築さ
れ、都市機能が有効に活用されている

圏域への愛着や関心が高まり、若年層の定住や移住
者の増加につながっている

くらしの姿

癒しの場として認知され、余暇が充実している

コミュニティバスやデマンド交通など、地域の実情
に応じた公共交通が構築されている

医療や福祉サービスの提供体制が確保され、安心な
暮らしにつながっている

山林や河川が保全され、多面的で公益的な機能が維
持されている

良質な住宅が供給され、安全で安心なコミュニティ
が形成されている

『まち』『ひと』『くらし』の姿のイメージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域に愛着を持ち、新たな価値を共に築くまち
　～ 「ひと」に優しく、「癒し」のある『豊かな地域社会』の実現を目指して ～
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 連携中枢都市圏ビジョン（みやざき共創都市圏ビジョン）骨子案【イメージ】

基本目標

 ワークライフバランスの適正化を図る

 子育て支援の充実

 2025年問題を見据えた

 医療・福祉の充実

 生活の質の向上と移住促進を図る

 居住環境の充実

 地域・企業ニーズに合った

 人材の育成

 若年層の定着や生産性の向上を図る

 雇用の場の創出

ワークライ
フバランス

 交流人口や販路の拡大を図る

 ブランド力の向上

 目指すべき方向性 重点項目 主要施策

 経済成長戦略の策定・フォローアップ  圏域マネジメント能力の向上

 良好な生活機能の確保

 子育ての環境が充実し、合計特殊出生率が増
 加している

①  多様な保育サービスの提供  学校教育・放課後児童対策の充実  乳幼児医療サービスの充実  生活相談支援の充実

 ワークライフバランスが図られ、ビジネスス
 タイルが多様化し、女性の社会進出が進んで
いる

 医療や福祉サービスの提供体制が確保され、
 安心な暮らしにつながっている

②  高次医療サービスの提供  生活医療サービスの確保  地域包括ケアシステムの構築  ノーマライゼーションの推進

 良質な住宅が供給され、安全で安心なコミュ
 ニティが形成されている

③  既存ストックの有効な活用  スマートシティの取り組みの推進  防災対策の推進  環境保全の推進  伝統文化の伝承や市民スポーツ等の振興  地域コミュニティの活性化

 山林や河川が保全され、多面的で公益的な機
 能が維持されている

 良好な就業環境の確保

 雇用が創出され、地域や企業ニーズに合った
 人材が育成されている

④
 地域や企業ニーズに対応した人材の育成
 （キャリア教育・学び直しの場の提供）

 プランナー・コーディネーター等
 の人材育成

 新規就農者・農業法人の育成  地元企業への就職を促す仕組みの構築

 離職率が低下し、正規雇用者が増え、市民所
 得が向上している

⑤
 生産性の向上・設備投資の促進

 （企業の経営力強化）
 企業立地の推進  創業・起業者への支援  新商品・新技術等の開発  異業種産業間の連携  中心市街地の賑わいの創出

 新たな就業の機会や生きがいの場が確保さ
 れ、高齢者の社会参加につながっている

 農地の有効活用  雇用形態の多様化  雇用環境の改善  雇用相談体制の整備

 付加価値の高いフードビジネスの進展によ
 り、産業の裾野が広がっている

 わが国有数の食料供給基地として確固たる地
 位を築いている

 中心市街地にＩＣＴ産業が集積し、雇用の創
 出と商業の振興につながっている

 異業種異分野間の交流が盛んになり、各種産
 業の生産性が向上している

 魅力ある価値の創出

 圏域の愛着や関心が高まり、若年層の定住や
 移住者の増加につながっている

⑥  宮崎らしさを生かした取り組みの推進  スポーツランドみやざきの推進  観光客受入環境の充実  効果的な情報発信  国内外の市場開拓  移住相談機能等の充実

 観光資源の回遊ルートが確立し、消費や宿泊
 につながるなど、賑わいが創出されている

 食やスポーツの魅力が認知され、販路や交流
 人口の拡大が図られている

 癒しの場として認知され、余暇が充実してい
る

 社会基盤の確保

 基幹道路などのインフラ、広域公共交通網が
 構築され、都市機能が有効に活用されている

⑦
 広域公共交通網や
 インフラ等の維持・整備

 都市機能の集約化  広域公共交通網の構築  交通結節機能の向上  主要幹線道路等の整備と維持  物流体制の整備

 コミュニティバスやデマンド交通など、地域
 の実情に応じた公共交通が構築されている

 ※　連携中枢都市圏ビジョンは、地方版総合戦略の一部を構成するものであるため、主要施策に位置づける事業は、地方版総合戦略と都市圏ビジョンに位置づけるものと、地方版総合戦略のみに位置づけるものに区分されることになる。
 ※　主要施策のうち、灰色のものが地方版総合戦略と連携中枢都市圏ビジョンの双方に位置づける事業が多いもの、白色のものが地方版総合戦略のみに位置づける事業が多いもの。（イメージ）

成果指標

成果指標

成果指標

成果指標

成果指標

成果指標

成果指標

 将来像 ： 地域に愛着を持ち、新たな価値を共に築くまち　～ 「ひと」に優しく、「癒し」のある『豊かな地域社会』の実現を目指して ～
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